
企業経営に資する知的財産管理
特集座談会

知的財産管理に係る人材の育成

開催趣旨 企業経営に資する知的財産管理を支えるものは言うまでもなく「人」である。企業内に

おける知的財産の重要性が高まる中，その管理に係る人材の育成は，各企業においても重要な位置を

占めつつあるものと思われる。そこで，以下の方々にご出席頂き，『知的財産管理に係る人材の育成』

に関する当協会やご出席者の企業における取り組みの紹介やご意見，および知的財産を取巻く社会の

動向に対する期待や提言について語って頂くこととした。
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. 日本知的財産協会の取り組み

【盛田】 皆さん，本日はお忙しいところ座談

会にお集まり頂きましてありがとうございます。

ご存知の通り，知的財産戦略大綱が決まり，

国をあげて知的財産に取り組んでおるわけであ

りますけれども，やっぱり眼目は人，あるいは

人の養成ではなかろうかと私は思っております。

そういうことも含めながら，『知的財産管理に係

る人材の育成』のテーマで，日頃皆さんが人材

育成について取り組んでおられる様子やお え

になっていることなどについて，ご報告方々ご

意見を頂きたいと思いますので，よろしくお願

いいたします。

まず最初に，研修企画委員会の藤松，宇野両

副委員長に，現在，知財協として実施している

ことについてお話を頂きたいと存じます。

【藤松】 それでは，藤松のほうから現在の研

修の状況につきまして，『2003年度研修案内』に

基づいて簡単に説明させて頂きます。

私ども知財協の研修は，知的財産部門スタッ

フの実務能力アップを目的に，昭和30年代です

から，今から40年程前に現在の定例コースに近

い形で始められました。また４年前からは，研

究開発，設計，製造部門など技術者の方，ある

いは企画，営業部門の方々向けに，知的財産マ

インドを高めるための色々な研修コースを立ち

上げて参りました。

研修体系は，毎年継続して開催される定例コ

ースとニーズに応じた随時開催の臨時コースか

ら構成されております。定例コースは，入門，

初級，中級というステップアップ方式での講義

を中心とした基礎コースと，討論，演習が主体

の上級専門コース，さらには管理者レベルを対

象の総合コース，また米国やアジア諸国の特許

制度を一定期間，現地に出かけて学ぶという海

外コースもございまして，年間約60コースを開

講しています。

一方，臨時コースの方ですが，その時どきの

トピックス的なテーマ，あるいはこれまでのコ

ースには無かった全く新規な研修内容を取り上

げるなどして，毎年10コース以上開講しており

ます。その中には各専門委員会の研究成果の水

平展開を図る性格のものもあります。

以上，コースの数で申しますと，定例・臨時

を合わせて70コース以上と，かなり膨大なもの

になっております。また受講者数ですが，ここ

数年増加傾向にありまして，今年度は定例コー

スが既に１万２千人を突破しており，それに臨

時コースの５千人程度を加えますと，今年度末

には１万６千ないし１万７千人という，非常に

多くの方々に受講頂けると見込んでおります。

この背景にはやはり優秀な講師陣，知財協の

会員で実務経験豊富な知的財産部門のベテラン

の方々が講師の主体であるということ。また，

もちろん大学教授，あるいは弁護士，弁理士の

先生方にも講師をお願いしておりますが，そう

いう方々がわずかな謝礼でご奉仕頂いているた

めに，受講料が極めてリーズナブルだというこ

ともあります。つまり，世界最大の規模であり，

質であると自負しておるわけでございます。

それと，今年度の研修企画委員会第３小委員
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会では新たなコースを企画しております。

【宇野】 それでは，新たなコースについては

宇野からご説明します。

2000年度から，一般技術者対象のコースを立

ち上げましたが，これは研修企画委員会から会

員代表へのアンケート結果に基づいたものです。

それまでの知財協の研修は，技術者向けに特化

したものが殆どありませんでした。そこで技術

者に必要な教育，それは一般的な知識教育に加

えてマインドだとか，意識教育さらには最低限

必要な法的知識の教育ですが，これらの研修を

一般技術者，あるいはそのリーダー職の方を対

象に立ち上げようというのが，最初の取り組み

でございました。

もう一つ，経営に対してどう資するか。そう

いう教育に取り組んで欲しいという会員代表か

らの声もございました。これを受けて，今年度，

経営という観点からの知的財産研修を立ち上げ

ていこうという動きが四つございます。

先ず『欧州特許制度の研修コース』。これはド

イツとイギリスに出かけて約２週間，現地の特

許弁護士から直接講義を受け，関連機関を訪問

するというものでございます。これは2004年９

月に開講いたします。

それから『戦略的知財マン養成コース』。これ

は非常に大きな構想のものでして，明日の日本

を担う知財リーダーの養成を目指すものです。

これは講義形式の研修ではなく，ある課題につ

いて，講師と受講生，または受講生同士のディ

スカッションを通じて，能力育成を図っていく

というものです。これも，先ず来年度からスタ

ートさせて，何年かかけて徐々にブラッシュア

ップさせていきます。その結果，本物のリーダ

ー資質を具えた人たちが育成される，という壮

大なものでございます。

それから『知財経営セミナー』。今の時代は，

一企業ではなく企業グループで えていくと，

知的財産についてもいろいろな問題が浮き上が

って参ります。関連会社の特許をどう管理する

か，また知財会計，これは信託法の問題も絡み

ますし，税金の問題も出てきます。このように

今まで経験していない問題まで，これからの知

財マンは取り扱わなければならない。こういう

ところに少しでも役立つようなことを目指した

セミナーを，今年度中に開講すべく，現在急ピ

ッチで準備いたしております。

さらに，これは４年前からやってきた技術者

向けのコースをさらに充実させるということで，

研修企画委員会の基本スタンスを，我々が技術

者のもとに出かけて研修を開催するということ

にしました。今まで東京，大阪，名古屋の３ヶ

所でしか開講していなかったのですが，今年度

は福岡と仙台での開講を予定しており，すでに

準備を終えました。

【盛田】 どうもありがとうございました。こ

の知財協の研修について，阿部副理事長いかが

でございましょうか。

【阿部】 お伺いしてわかったことは，知的財

産部員向けのためのメニューだけでなく，一般

技術者のレベルを上げるというか，知的財産と

いうものに対するものの え方を啓発するため

のメニューが揃っているということだろうと思

います。私どもも，かなり前は，知的財産部員

が手分けをして，一般技術者に対して教育する

ことを一生懸命やっていました。けれども，非

常に経営がタイトの中，知的財産の部員の人数

がかなり制限されてきたというようなことも相

まって，社内ではそういうことができにくい状

況になっており，技術者への一般教育メニュー

の存在に，非常に助けられております。この面

については，研修のパンフレットなどを見せて
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頂きますと，網羅的に知識教育というか，知っ

ておくべきことの教育が満遍なくなされている

と思います。したがって，この部分については，

よりレベルアップを図り，磨きをかけ，分りや

すいものにすることを工夫すべきではないかと

思います。

【盛田】 研修企画委員会ではそのように取り

組んでいるところであります。

【阿部】 また，知的財産部門の部員のための

研修を見ますと，要するに知識習得型になって

いるのではないかと思います。今はやりの知的

創造サイクルでいう，創造，保護，活用という

ように分ければ，保護の面について非常に教育

が行き届いているような印象を受けます。私と

しては，もう少し創造の面について研修という

ものができないものかと思っております。例え

ば，発明者からのよい発明の引き出し方とか，

あるいは知的財産部のあり方を えるような講

座。これはむしろ座学よりも，そういう問題意

識を持った人たちが集まって，何かディベート

をするような内容が良いのではないかと思いま

す。

それからもう一つ，抜けているなと思うのが

活用の面でございまして，例えば，ライセンス

交渉のやり方とか，あるいは侵害の見つけ方と

か，あるいは見つけたときの対応の仕方とかで

すね。訴訟までになると，民事訴訟法とか，い

ろいろ講座が揃えてありますが，そこへいく過

程で，工夫を凝らさなければならないようなこ

とをトレーニングをする場があっても良いので

はないかと思います。

【盛田】 訴訟までの過程を訓練するものは確

かにありませんね。

【阿部】 さらに，これを経営の面に積極的に

反映するという意味で，自分の会社をアピール

するために知的財産を世間にどういうふうに開

示したら良いだろうかとか，あるいはグループ

経営として，これを役立たせるためにはどうい

うふうにしたらいいのか。あるいは，今，議論

になっている信託が利用できるようになったら，

それをどうやって利用していくのであろうかと

か。さらに知的財産の評価の問題ですよね。ど

ういうふうに評価するかということについて，

いろいろ えてみる。さらに，その評価は知的

財産会計に結び付いていくのかも知れませんが，

これらを える糸口の場を提供していったらい

いのではないかと。現在のところ，そういうふ

うに感じております。

【盛田】 協会事務局の立場として，宗定専務

理事，いかがでございますか。

【宗定】 私，今年の４月に知財協に移ってき

ましたが，これからの時間を若い人の教育に費

やしたいと思っています。これは我々の責務で

あるとともに，自分自身の喜びでもあります。

今日の座談会に声をかけて頂いて，誠にありが

とうございました。

それで，研修というものの え方について，

盛田委員長が人材だとおっしゃいましたが，そ

の通りだと思いますね。なぜ人材かということ

を思い起こしますと，ある方が「人材にもいろ

いろあるよ」と言われたことがあったんです。

普通，人材というのは，『人』の『材』料と書き

ますが，「自分のところの会社は，財産性のある

人ということで，『人』の『財』産と書くのを目

指しているんだ」というのを，人材育成のコン

セプトだとおっしゃっていて，僕は非常にいい

表現の仕方だなと思ったんです。

これまでの歴史を えてみると，どうも1970

年ぐらいから，有体物の経済から無体物の経済

に変わってきた。そうなると，物ではないもの，

つまり知識などを作り出すというのは，まさに
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知 財 管 理 Vol.54 No.３ 2004

※本文の複製、転載、改変、再配布を禁止します。



人間の能力にかかってくるんですね。知的財産

というものを える前に，世界全体が知識社会

化していることをまず認識する必要があります

ね。

その知識社会の中では，公共財として，誰で

もが使える知識というのが生まれていますよね。

ところが，その中で，これは俺のものだ，とい

うものがあって，そういう知識の中の私有財産

を知的財産というふうに言い出したのではない

かと思います。知的財産という言葉自体が，そ

う昔から使われている言葉ではないですが，な

ぜ，知的財産という言葉が使われ出したかとい

う歴史的背景は，今申し上げたことではないか

と思います。我々は知的財産の専門家として，

そういうことを担っていかなければいけないと

思いますね。

そういう位置付けで えると，知的財産とい

っても，例えば特許とか，著作権とか，今既に

ある知的財産に関する制度に，必ずしも捉われ

なくて良いと思いますね。人間の頭脳が生み出

す，感情を持った人間が生み出す，すべてのも

のが対象になります。そして，頭脳から生み出

される知的なもののバリューが，多分，今後ど

んどん大きくなってきますね。

そんな中，先進国がどうやって食べていくか

を えると，どうしても知的財産の力を高くし

ないと絶対にダメだと思われますね。そのこと

に欧米の連中が日本より約20～30年早く気がつ

いて，プロパテント政策とか，知的財産の強化

を始めましたが，日本は２サイクル遅れぐらい

で，小泉首相のもと，知的財産推進計画を実行

していこうということになっているわけですね。

その中でも，私は特に人材は非常に重要だと思

います。でも，あの計画の最後のほうにいっぱ

い人材のことが書いてありますが，どういう人

材を作るかという思想が全く見えていません。

それを私は非常に危惧しています。そこで，知

財協の研修が，実業界の中で日本を引っ張る人

材を育てていかなければならないと思うわけで

す。

経営者に知的財産を理解させたほうがいいの

か，あるいは知的財産のトップが経営を理解し

て，経営に対してコントリビュートしたほうが

いいのか，ということをある人と議論したこと

がありますが，知的財産の人間が経営に対して

どんどんコントリビュートできるようになるべ

きだ，という結論でした。なぜなら，知的財産

は非常に細かな点において，ワーディング一つ，

クレーム一つ，契約書の一文言で，全く結果が

変わってくることがあるからです。したがって，

私は，そういったことを理解している知的財産

の人間が，経営レベルでものを言えるようにな

らないといけないし，そのような人材を絶対に

育てなければいけないと思っています。

一方，アメリカは，知的財産を早くキャッシ

ュにしろと，非常にプロパテントが極端にいっ

たものですから，本当の知的財産のプロが意気

阻喪していますよ。僕は今が絶好のチャンスだ

と思っています。日本でもし経営レベルでも知

的財産にかじを切るリーダーが何人か生まれれ

ば，再び創造性の高い，活気のある生き生きと

した社会にできるかなと思っています。ぜひ，

今の研修プログラムに，そういうものを加えて

いって頂きたい。

【盛田】 さきほど阿部副理事長から，いろい

ろ要望が出てまいりましたね。

【宗定】 今の知財協の研修プログラムは，よ

く えてみると，ヨーロッパにも，アメリカに

も，アジアにも，どこにもない，大変優れた研

修だと思いますよ。明らかに日本の高度成長を

支えるのに目に見えないコントリビューション
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をしたということで，私は世界に誇ってもいい

と思っています。ただ，先ほどから言っている

ようなリーダーを作る研修はまだない。阿部副

理事長がさきほどおっしゃっていたように，む

しろ座学ではなしに，物事を える意欲と能力

のある知的財産のリーダーを作っていくべきだ

と思います。多分，30代後半から40代初めの人

に，知的財産の将来のリーダー研修を，私はぜ

ひやるべきだと思います。

【盛田】 私ども知財協の研修に携わる者とし

ても勇気が沸いてくるご指摘だと思います。道

は遠いかもしれませんけれども，頑張りたいと

思います。どうもありがとうございました。

それでは，石原常務理事，お願いいたします。

【石原】 日本知的財産協会としてという視点

に戻って，『知財経営セミナー』と『戦略的知財

マン養成コース』，その二つに触れさせてもらい

ます。

そもそも私自身が，従来から，この協会の研

修は知的財産の実務者を対象として，固有の法

知識とか，手続きをレクチャーするのに，かな

り偏重していたのではないかという問題意識を

持っていました。

『知財経営セミナー』のほうは，先ほど宇野

副委員長からも紹介がありましたように，知的

財産部門のラインの長とか，企画戦略スタッフ，

こういう人たちを対象として，企業グループ経

営に関連する知財マター，これを主軸にして，

最近話題の価値評価とか，IRとか，会計，税

務，信託など，従来の知的財産部員がどちらか

というと不得手な部分を，委員会活動での成果

も踏まえて，皆さんにきちんと体系立ててお話

をするべきではないかということで，今，企画

しつつあるところです。これもどちらかという

と知識習得型ですが，ちょっとジャンルの違う

知識習得型かと思っています。

もう一つの『戦略的知財マン養成コース』で

すが，これは言葉的には知的財産部門責任者育

成コースといったほうがピンと来ると思います。

これを将来のトップ候補者を対象とするような

コースにしたいということで，どんな科目にす

るか，講師をどうするか，セミナーの形態をど

うするか，今，総務企画委員会と研修企画委員

会とで検討に着手し，来年度中に実施すること

を目指しています。

現時点で出てきている案を簡単に紹介させて

もらいます。科目内容の部分ですが，第１番目

は，企業経営における知的財産の役割です。第

２番目は，知的財産の企画技術，例えば経営へ

の参画の仕方，人材育成，情報インフラ等の整

備，それと価値評価，職務発明の問題，権利活

用をどうするのか，自分たちの知的財産維持の

態勢を今後どう変えていくのか，この辺の知的

財産企画技術です。第３番目が，知的財産管理

技術で，知的財産の経費構造，そのコストの削

減策や事務所のQCDの管理，ITを活用したワ

ークフローなどですね。第４番目としては，将

来トップになるために覚えておくべき知的財産

の基礎知識ですね。例えば，世界の知的財産制

度がどうなっているのか，日米欧の特許法の比

較，特に違う部分はどこなのか，それに，覚え

ておくべき侵害理論の大事な部分ですね。それ

から，国内外の知的財産の関連機関にどんなも

のがあるのか，知的財産ライセンスについての

基本ルール，知的財産に関しての英語の用語で

すね。こういうものを教える，あるいは議論す

る，というセミナーを えています。

まさに「木を見て森を見ず」ということに陥

ることなく，知的財産業務という大きな森の中

に，どんな木があるのか，固有の制度とか仕組

みをまず概観して，それを再整理するとともに，

石原幹也氏
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先ほど言いましたように，組織における知的財

産業務の仕組み，運営の仕方のノウハウ，これ

を概観できるようなコースにしたいなと，今，

鋭意企画検討しているところです。

【盛田】 ありがとうございました。ご指摘の

通り，今，そういうほうに一生懸命取り組んで

もらっていまして，何とか実現していきたいと

思っています。

藤松さん，何か付け加えることはありますか。

【藤松】 はい。私ども研修企画委員会第３小

委員会というのは，まさに新しい研修コースの

企画，立ち上げが我々の役目だと思っています。

今，お三方の話で，近い将来の我々の課題が具

体的に示された感じがします。特に，石原さん

のお話などは，かなり具体的なカリキュラムの

内容に踏み込んだ形でのご提案ですから，早速，

新しいコースに取り入れていきたいと思ってい

ます。

それと，阿部副理事長がおっしゃいました，

もう少し若い人向けの技術者教育の点でも，非

常に的確なサジェスチョンを頂いたと思います。

実は一昨年から，『すぐに役立つ，技術者のため

の知的財産講座』というのを開講しました。技

術者が知的財産というものに初めて取り組んだ

ときに困ることは何か，それは結局，優れた発

明の生み出し方ではないかと え，発想法など

の講義も入れました。また，知的財産部門向け

の入門コースであるAコース，初級コースのB

コースの実際の受講者は，もう何年も前から，

７～８割の方が技術者なんですね。こういう実

態から，Aコースを一般技術者向けに特化した

ようなコースにし，カリキュラムを見直したう

えで，今のBコースを知的財産部門スタッフの

一番最初のステップにするという編成替えも，

近い将来やりたいと えています。また，阿部

副理事長がおっしゃったような，本当にすぐ役

に立つというものをどんどん取り入れていきた

いと思っております。

【盛田】 ありがとうございました。日本知的

財産協会として現在実施していること，そして，

これからなすべきこと，企画している研修につ

いてお話を頂いたわけですが，そういうことを

踏まえながら，江口さん，何か思うところはあ

りますか。

【江口】 私も今，お話を聞かせて頂いて，経

営という話が出てきましたけれども，非常に大

事なことだと思います。

特に実務レベルでは，知的財産部と技術者は，

発明を創造し有形化し活用していくこと，ある

いは係争が起きた場合に適切に対処することに，

日々何らかの形で関わっています。そのときに，

彼らには当然，やるべきことを教育しています

が，彼らには行動指針が見えてないのですね。

全体の森の中で自分はどういう位置付けである

かが見えてないわけですね。だから，将来リー

ダーになる人，それから，知的財産部員はもち

ろん技術者に対しても，そういう経営的なとこ

ろに話が浸透していくような講義を提供して頂

くと，非常にありがたいですね。そうすると，

自分は何をすべきかというのが見えてくる。

例えば，会社にある重要な無形の資産を有形

化するのだという意識があれば，自ずと知的財

産部員も，技術者も行動の仕方が変わってくる

と思います。今，そこの意識をどうやって植え

つけるか非常に苦労しているところなので，そ

の辺を踏まえて，リーダー格になる人だけでは

なく，それ以外の人にも，その行動指針を与え

るという講義を提供して頂くと，非常にありが

たい。

もう一点は，私は，これまでアメリカ，日本

で訴訟や契約交渉に関わる機会を持ちましたが，

江口裕之氏
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その中で，講義を受けて役に立つこともありま

したが，当然，やってみないとわからないとい

うことが多々ありました。そのときに，いろい

ろな会社で実際にやられている訴訟の生の話を

一般化して，毎年，知財協の講義としてやって

頂くと，非常にありがたかったと思いました。

例えば，私が，これらの経験を外でしゃべる

ようにと言われたら，どこまでしゃべるかはい

ろいろ えなければなりませんが，いっぱい材

料はあるわけですよ。例えばアメリカのディス

カバリー，デポジション，それから交渉の進め

方など。もちろん業種ごとに違うと思いますが，

そういうものを積極的に提供して頂くと，先ほ

どの活用という面が強化されると思います。

私の今までの経験では，生の話を聞くと非常

に頭に残りますが，一般論だと，なかなか頭に

残らないですね。だから，そこのところをアレ

ンジして，また，いろいろな方にコンタクトし

て頂いて，訴訟や交渉に限らず，生の体験談に

基づく講義を，今後，ぜひとも知財協から提供

して頂きたいと思います。

【盛田】 例えば，話がちょっと違いますけれ

ども，検索技術。特許の情報を引き出すという

意味での検索技術。これは『知的財産情報活用

セミナー』で，各社が，自分たちはこうやって

いる，そして，こうだったという情報を出し合

い，皆さんがそれを聞いて，なるほどそうか，

というのをやっているんですね。今おっしゃっ

たことは，対象は違うだけで同じことじゃない

かという気がしますね。

ですから，知財協として取り組めるのではな

いですか。もちろん，会社として言えること，

言えないこともありますけれども。

【宗定】 江口さん，例えば，「自社における訴

訟，アメリカにおける訴訟の体験について」と

いうタイトルだったら，講師を引き受けてもら

えますか。

【江口】 もちろん何をしゃべるかというのは，

これから吟味すべき事項ではありますが，ある

程度はできると思います。ただし，会社と相談

してからですけれども。私はぺらぺらしゃべる

ほうで，要らないことまでしゃべってしまいま

すので，やるなと言われるかもしれませんが

……。（笑）

【宗定】 でも，相当広いニーズがあるのでは

ないですか。

【江口】 そうですね。いろいろなテーマでニ

ーズはあると思います。ニーズがあるテーマな

どを選択，検討して頂くことをお願いしたいと

思います。

【宗定】 時効で，しゃべってもいいのがある

でしょうから，ぜひ研修企画委員会のほうで，

どういうケースができそうか，具体的には誰に

頼めるかというのを，ちょっと当たってもらっ

たらいいのではないですかね。非常にいい提案

だと思いますよ。

【藤松】 そうですね。私も社内の技術者を教

育するときに，皆さんが興味を持って聞くのは

侵害の事例です。やったの，やられたのと，両

方の話をすると，一番興味を持って聞きます。

それが知財協の研修でやれればいいのですけれ

どもね。

【盛田】 ありがとうございました。室伏さん

は，例えば外資系，別に外資系に限らなくても

いいですが，実務を通じてとか，諸々の点から，

今のような知財協として実施していること，こ

れからなすべきことについて，ご意見はいかが

でしょうか。

【室伏】 ちょっと違う観点から述べさせて頂

きます。世の中の教育自体が，受け身でもいい

状態になってしまっていると思います。小学校，

中学校，高校のときには予備校があって，弁理

士試験でも予備校がきちんと揃っているわけで

す。そういう状況においては，先ほどリーダー

のための研修，教育をしなければいけないと言

われましたが，リーダーになる人間は基本的に

能動的にやる人間だと思います。

したがって，知財協の研修で何ができるかと

いうと，結局のところ，知識の供与でしかない

と思います。誰かの成功した例を説明してもら
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うにしても，結局，成功例の知識の供与でしか

なくて，メルクマールにしかならないのではな

いかと思いますね。

基本的に私は，知的財産の業務は，徒弟制度

の仕事と一緒で，上の者が同じ問題に対して，

どういうことをやっているかというのを見せな

がら，下の者が育っていくという世界と思って

います。

ということで，知識の収集をさせる以外の研

修というのは無いのではないかと思います。先

ほど，新しいディスカッション形式の研修会を

作ろうというお話だったのですが，私は，まさ

に現在，委員会がそういう役割を担っているの

ではないかと思います。委員会というのは提言

をするために構成されているものの，かなり教

育の場にもなっていると思っています。

知的財産の教育というのは，やっぱり一般的

には知識を供与することが第一義であって，あ

とはいかに，個々人が一般論以上のものにでき

るかということではないかと思います。

私は知財協の化学分野の明細書の書き方の講

義をやらせて頂いていますが，その最初のとき

に「私の講義を聞いても，明細書をうまく書け

るようにはなりません。実際に明細書を書いて，

ちゃんと自分で経験しなければ，いい明細書な

んて書けるわけがありません。私ができるのは，

過去の判例とかを見て，バーチャルで経験をし

てもらって，何がいい明細書かと えてもらう

ことです」と申し上げています。

【盛田】 知財協の研修というのを，研修企画

委員会が行う研修だけと捉える必要はないです

ね。各委員会も，室伏さんのおっしゃる通りで

すね。委員会というのは勉強しに来るところで

はないと言われてはいても，現実論としては私

も随分，知的財産管理委員会とか，国際委員会

で勉強させて頂きました。ですから，そういう

意味では，知財協の活動全体がやっぱり研修体

系になっていますね。

【宗定】 そうですね。知財協の活動そのもの

が，他の国にはないですよね。やっぱり戦後の

高度成長期を含めて，日本の社会の中で知的財

産がだんだん定着してきましたが，その中で知

財協が果たした役割は非常に大きいと思います。

知財協があるために，濫訴を相当防いだことに

なった。それから，昔に比べて，能力的にも意

欲的にも，かなりレベルの高い人たちを知的財

産の仕事に吸引できるようになった。このよう

に，社会的に非常に大きな役割を果たしてきま

した。それは，この研修というプログラムだけ

ではなしに，知財協全体の活動がそれを担って

きたと思います。

【盛田】 全く私もそうだと思います。三原常

務理事，この点について何かございましたら，

お願いします。

【三原】 藤松さんもおっしゃったように，A

コースとか，Bコースとか，今の体系を見直し

てみるというのは賛成ですね。

うちでも，早く一人前のスタッフを養成した

いというニーズがあります。そのために一体，

どういうコースを選択すればいいのだろうか，

どの会社も悩ましいところでしょうね。

【藤松】 必要不可欠な内容で，しかも早くと

室伏良信氏
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いうのは，本当にいろいろなコースで求められ

ていることでして，特に関西の明細書の書き方

のコースでは，かなり期間を短縮しました。そ

れは，関西は受講者数が少ないからできたこと

で，関東では多過ぎて，例えば明細書の添削ま

では立ち入れないから，なかなか構造的に難し

いのが現状です。とにかく全体の要望からして，

とにかく長くやるよりは，短くかつ中身を濃く

することを，我々，研修企画委員会として え

ていきたいと思います。

【宗定】 室伏さんが，研修には知識を提供す

る以外はないのではないかとおっしゃったのに

は，僕は，ちょっと意見を異にしていますね。

知的財産のトップ，リーダーをつくるための研

修というのは，知識だけではないと思いますよ。

要するに広い視野で，歴史観とか，世界観とか，

経営とか，経済とかというものを，自分で勉強

して身につけないと，本当の意味での知的財産

のリーダー，トップ，プロにはなれない，とい

うことを自覚させるための研修を，僕はやるべ

きだと思います。もちろん，そのコースを受け

たら，途端にその人の知的財産のトップとして

のポテンシャリティーが，ぐっと上がるという

ことはあり得ません。ただ，今まで実務の世界

だけでやってきたことでは足りないということ

を，いわばショック療法的に教えることが大事

だと思います。それができないとダメだという

ことを，感受性がまだ高い，若いときに痛切に

感ずることに，僕は絶対に意味があるのではな

いかなと思いますが，どうですか。

【室伏】 まず２点あって，先ほど江口さんが

言われたように，一般論では頭に入らないとい

うのは多分事実で，シニアの人は，いろいろな

経験を自分で積んできたからこそ，シニアにな

っているんだと思います。

それから，視野を広げることはその通りと思

いますが，やはり知識の習得でしかないと思い

ます。彼はこういうアプローチをしたと，それ

を頭にインプットして，自分の今後に役立てよ

うということになるのではないでしょうか。だ

から，基本的にそれ以外のことというのは，こ

の大規模な研修では難しいと思っています。

【宗定】 小規模ならできるということですか。

【室伏】 そうですね。例えば，先ほど言いま

した明細書の書き方において，添削するという

のは，一つの経験にはなるかもしれません。た

だ，それがどれだけ実務に活かせるかはわから

ないです。

【阿部】 室伏さんの言うことももっともだと

思います。やはり，やる気がなければ，何をや

っても意味がないわけですから，リーダーへの

教育というのは，やはり自分でものを えさせ

ることから出発しないと，結局，何もモノにな

らないと思います。そういう意味で，今の専門

委員会というのがまさにそうではないかと言わ

れれば，それは全くその通りです。自己主張の

強い人たちがいっぱい集まって，まず自分たち

が何をやるべきかを えるところから始めて，

それからそのやる場でいろいろ鍛えられるとい

う経験をする。これは必要だと思います。私も

会社では若い人に，どこかの委員会に必ず入る

ようにと指導しています。そこで室伏さんが言

うような能力が大事だということのきっかけを

得て，そこから吸収すればいいのではないかと

思いますね。

ただ，今の専門委員会組織もいろいろ問題と

か不十分な面もありますが，今申し上げたよう

な場を提供していますね。それを教育と言うか

どうかは別として，そこに行けば切磋琢磨でき，

自分では気が付かなかったものに触れることが

できる，ということですね。要するに知識なら

ば，メニューを見たら分りますが，そこには書

いてない，何か刺激を得ないとできないものが

あるわけです。自分でやるといっても，なかな

かできませんから，そういうところに入って刺

激を受け，あ，そうかと思うわけです。気が利

いた人は，そこでリーダー的な能力を発揮する

のではないかと思います。そういう意味の何ら

かの場が，研修メニューの一つとしてあっても

いいのではないかと思っています。
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【盛田】 今の話を聞きながら思ったのですが，

教育というのは，何も知的財産に限りませんが，

本人にそれを学ぼうとする意思がない限り，何

をやっても効果がないですね。ただ一つ例外，

旅に出せば，本人はそれを希望しなくても，効

果は必ずあるのだそうです。「かわいい子には旅

をさせろ」というのは，そのことを言っている

のかも知れませんですね。そうすると，知的財

産教育において「旅」に当たるのは何だろうか

と思うわけです。それが委員会活動なのかなと。

だから，本人にその意識がない限り，江口さん

がおっしゃるような例が出て来て，おもしろい

なと思ったところで，所詮，よそ事になってし

まうのですね。それから，室伏さんがおっしゃ

ったように，いわゆる知識習得の限界を越えら

れないのでは，というあたりとの絡みから言う

と，私は，一般教育についての「旅」に当たる

ものは何だろうかと思うわけです。知的財産に

ついて，そういうものを求めていくことが，先

ほどのことにつながるのかなという気がしない

でもありません。

ただ，その人の素質とか，その人の環境とか，

そういうファクターも大きく絡みますね。です

から，全く一般の教育について言われることと

同様で，私は，どなたがおっしゃったこともそ

れぞれに一理あると思っています。これからな

すべきことという意味から言うと，やはり両方

なんでしょうね。知識の提供，覚えさせる，と

いうことも必要ですし，自ら感じてやっていく

というほうも必要でしょうね。石原さん，どう

思われますか。

【石原】 先ほど私が言いましたように，最後

の将校クラスの教育というのは，科目も含めて，

どの先生を選ぶのかということと研修形態とが

ポイントだと思いますね。言われるように，大

人数での研修というのは，ちょっとあり得ない

と思います。先ほど阿部さんが言われたように，

切磋琢磨の場を提供し，そこで人的ネットワー

クも作れるのではないのかと思います。確かに

委員会活動でもいいかも知れませんが，いろい

ろな委員会の要素を一つのところで学べ，体験

でき，意識が向上するような場を作りたいなと

思います。これから企画しようかとしていると

ころですので，今までのお話をいろいろと参

にして，本当により良いものにしていきたいと

えています。

【盛田】 そうですね。大変参 になります。

ありがとうございます。

【宇野】 もう１点。今，知識とか，研修とい

う切り口から入っていますが，何のための研修

かという視点がもう一方であります。非常に多

い一般的な知的財産部員が，どういう姿を目指

すのかという視点です。例えば，新しい判例を

生み出すようなクレームを書くのを目指すとか。

それが事業貢献につながるので目指しなさいと

か。そうすると途端に，研修というのは一つの

手段でしかないわけです。だから，そういうこ

とを気付かせることが，もう一つのファクター

として重要になってきます。

今まさにやろうとしている『知財経営セミナ

ー』のように，これからの日本のリーダーのた

めのもの以外に，知的財産部員に何が目的かを

えさせるものも，やはりこれから必要と え

ております。それを気付かせるために，いろい

ろな工夫が必要かな，という気がしております。

. 企業の取り組み

【盛田】 ありがとうございました。

それでは，次に社内の知的財産教育について

です。これまでの話の中にも少し出てきていま

したが，各社が工夫を凝らしながら，知的財産

部員や発明者，経営者，あるいはそのほかに対

しての取り組みなどをご紹介頂きたいと思いま

す。早速ですが，三原さん，いかがですか。

. 知的財産部員に対して

【三原】 帝人グループの場合をご紹介させて

頂きます。

まず，帝人知的財産センターの出願実務担当

部員に対しては，今はもう一段落しております
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が，特許法などの入門的な初級コース，実務に

重点を置いた中級コースというのがあって，社

内の実務経験豊富な人，あるいはOBに講師を

お願いしておりました。そのほかに，もちろん

知財協の研修に参加することもあります。それ

から，知財協の海外研修や，例えば欧州の特許

事務所が主催する海外セミナーに参加するとか，

１年間ぐらいアメリカの法律事務所に駐在する

とか，今までそういう教育をずっとやっていま

すね。

先ほどのお話の中にあったのは徒弟制度でし

たか。ゆき過ぎない徒弟関係，つまり，現実の

プロジェクトを担当させながら，上司・先輩か

ら指導を受けていくというOJT，それが組織や

本人にとって一番身につく教育でしょうね。た

だ，プロジェクトを担当するまで待っているの

では，とても間に合わない。そこで，近年始め

たのは，自発的に若手担当者から持ち上がって

きた実務についての研究会です。月１回のペー

スで行っています。それに加えて最近，失敗例

や成功例も含めて，もっと知識を共有できるよ

うにと，実務関係で何かおもしろいことをやっ

た担当者に毎月発表してもらって，ディスカッ

ションする検討会も始めました。ただ，単発的

なものですから，系統立った教育にはならない

です。

もう一つ，センター内での教育で大事だと思

うのは，事業にとって，自分の仕事がどういう

意味があるのかというのをもっとしっかりと認

識してもらうことです。その意味では，事業サ

イドに駐在している担当者たちは，発明発掘や

他社対策などの実務的な生きた教育を受けてい

ると思います。是非とも実現したいと思ってい

るのは，例えばR&D部門などに実務担当者を

１年間とか，半年間とか置かせてもらって，特

許の仕事だけでなく，事業に関連するいろいろ

なことを一緒に経験してもらうことです。が，

相手あってのことなので，今，計画中というか，

折衝中です。

【盛田】 ありがとうございました。江口さん，

いかがですか。

【江口】 島津製作所についてご説明いたしま

す。

まず知的財産部員の重要課題は，知的財産の

有形化，活用，それとリスク管理の意識を本当

に持っているのかどうかですね。それらを植え

つけるというのが一番大事なのですが，現状や

っている講義的な教育は，新人に対して，ひと

通りの最低限知っておくべき知的財産の説明を

しているだけです。

私自身や若い人の経験を見ますと，そういっ

た教育で会得できるのは必要な能力の５％ぐら

いで，あとの95％はOJTでなければ得られな

いと思います。実際の事件に際して，一々，特

許のイロハから教えるわけにはいきませんから，

５％の教育は，最低限の知識を持ってもらえる

ようにするためのものです。

このため，OJTが教育のメインというふうに

なってきますが，いろいろなことをやっていま

す。まず一つは，先ほど三原さんも言っておら

れた技術部への駐在制度です。当社の場合，知

的財産部の担当者の数が少ないので，駐在専任

というわけにはいきませんが，週に２回，半日

だけ技術部に席を置いて，そこで技術者への指

導，あるいは相談を受けるということをやって

います。とにかく「生の現場を見ろ」というこ

とです。机上で，いろいろ特許の届出書を見て

いましても，その書き方によって，取るに足ら

ない発明に見えることもありますが，いざ製品

を見て，実際に話を聞いてみると，これはすご

く大事だとわかる場合があります。現場にすご

く大事なことが埋もれているということですね。

そこで実際に発明の掘り起こしから，技術部と

のディスカッションに入り込むことで，技術内

容の理解も深まりますし，実際の製品も見なが

ら，埋もれた大事なことを見出すことができる。

そんなことをやっています。

【盛田】 ありがとうございました。それでは，

室伏さん，お願いします。

【室伏】 まず，知財協の今年度の方針「企業
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経営に資する知的財産管理」と同様に，基本的

に今までやっていなかったことに，どんどん食

い込んでいこうという姿勢でやっています。で

すから，そういう観点で知的財産部員も教育し

ていますし，経営者，発明者も教育していこう

ということになっています。

知的財産教育に限ったことではないですが，

弊社の場合，アメリカの企業なので，手厚く従

業員を保護しないと，会社をやめていってしま

います。そこで，非常に教育には熱心で，知的

財産教育も含めて，５年後にどうなりたいかと

いう５yearプランというのを作ります。そし

て，そのためには，各年度，どうやって自分の

キャリアアップを果たしていくか，キャリアパ

スを作っていくかということをやっています。

基本的に知的財産部員に関しての教育は三つ

あります。１番目は先ほど言いました徒弟制度

というか，OJTの教育。さっき江口さんも言わ

れましたが，基本的に知的財産の教育というの

はOJTに尽きると思っています。例えばスキ

ルが10段階のうち，９の人がいたとすれば，９

の人は７ぐらいの人に教えて８に上げ，７の人

は５ぐらいの人に教えてと。そういう形をとっ

たほうが，多分，効率的だということで，そう

いう方向でやろうと思っています。

２番目として，専門委員会活動に出てもらっ

ています。これは私自身，知財協の特許委員会

にお世話になって，大変有意義だったと思って

いますので，そういう経験をみんなにして欲し

いということです。

３番目は社内の教育です。社内の教育の中に

も２点ありまして，知的財産関係の教育と，そ

の他の教育です。その他の中には，経営に関す

る教育とか，技術に関する教育があります。

それで，弊社の場合は，世界中の各サイトが

独立平等に運営をしております。日本の研究所

から出た発明というのは，日本の他の会社と同

様に，全く同じようなルートで責任を持ってや

らせてもらっています。ただ，外資の強みとし

て，外国にいろいろなサイトがありますので，

そこで作った教育モジュールというのが利用で

きます。教育モジュールはやたらいっぱいあり

まして，好きなものを研究できます。それから，

これもアメリカ本社の方針なのですが，メンタ

ー制度というのがありまして，他部門のことを

よく知るために，メンターシップをやって，教

育を受けるという制度もあります。また，世界

の他のサイトに短い期間，研修に行くというこ

ともやられています。

【宗定】 伺ってみてよく分らなかったのは，

アメリカのファイザーさんの知財要員の教育と，

日本の室伏さんのところの教育との大きく違う

点です。なぜそういう違いがあるかということ

も含めてですが。

【室伏】 いえ。基本的に，全く違わないと思

います。各サイトは独立してやるようになって

いますから，すべてのサイトが平等というか，

同じ立場なので，同じ能力を持ってなければな

らないので，基本的には一緒ですね。

【宗定】 そのプログラム自体はアメリカのフ

ァイザーが作ったものですか。

【室伏】 アメリカ本社が，アメリカの教育の

ためのモジュールを作っていまして，それをど

のサイトでも使えるようになっています。更に，

日本に対する材料は，私たち自身で作っていま

す。つまり，アメリカのモジュールは，アメリ

カの法律に基づいていますから，アメリカの法

律を勉強するためには，それを使えばいいので

すが，私たちは日本の法律を使うので，私たち

が作って，外国の人が使えるようにして相互に

利用できるようにしています。

また，知的財産部員への経営に関しての教育

ですが，これは担当者に，今，どういうものが

上市されていて，どういうものが開発にあるか

ということ，それらに関して全部，特許がどう

なっているかとかを把握させ，自分たちのやっ

ていることが，経営に資するものをやっている

のだという自覚を持たせたいと思っています。

【盛田】 これまでお三方にご紹介頂きました

が，皆さんそれぞれで問題や課題としている点
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がありましたら，ご紹介頂けますか。

【室伏】 それでは話を続けますけれども，知

的財産部員への技術教育に関しては，現在は研

究所に行って，研究者の会議に出るというよう

なことしかやっていないですが，この辺は充実

させる必要があると えています。

【三原】 私たちのところで検討しているのは，

社内外の教育体系をどこまでやったら一人前の

実務担当者と えるか，ということです。マイ

スター制度みたいなものを作ったほうが，担当

者にも目標ができます。具体的な目標が分るよ

うな教育体系も必要だと思っています。今の案

は，７年ぐらいやったら，パートナークラスに

なれるとかです。

【盛田】 弁理士試験なんかは推奨しておられ

ますか。

【三原】 ええ，推奨しています。ただ，仕事

もやりながら，両方というのはきついようです。

もう一つの問題としては，事務担当の人たち

の教育体系をどのようにしたら良いだろうかと

いうことです。最近は，事務所の事務の方たち

と意見交換の機会を持ったり，何回かセミナー

をやってもらったりしています。ただ，目に見

えるような成果に結び付けるのはなかなか難し

いですね。

【江口】 私どもでは，直接的な教育ではない

のですが，各技術部の開発会議が月１回あり，

知的財産部の各担当者を出席させることで，技

術動向をひと通り把握させるということを実践

しています。これによって，どのくらいの時期

でパテントレビューをやるべきかなどが分るわ

けです。少なくとも特許の面で技術部の製品を

担当しているわけですから，そこの開発動向を

知らないと話にならないということです。とに

かく，技術者と共同で発明を育てていくという

ことを一番重視しています。

例えば，警告を受けてこれに対処するときも，

技術部と知的財産部の両方ともが，一緒にタッ

グを組んでやっていくほうが絶対に強いですね。

それを目指して，こういう制度を設けているわ

けです。

そのほかに，過去の係争事件。それを担当し

た人間はすごく勉強になるけれども，ほかの人

は全くわからない，という問題があります。だ

から，社内の資産であるそれらのノウハウを蓄

積して，それをどのように共有化するか，これ

が大きな課題なんですね。今やりだしています

のは，経験談をまとめて，全員でシェアリング

することです。先ほど，室伏さんが言われてた

ように，バーチャルだけなんで，実際にはやっ
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てみないとわからない部分も多いのかもしれま

せん。けれども，バーチャルだけでもイメージ

は摑めるから，次に自分が経験したときに，そ

こにある程度の指針付けはできるのではないか

と思っています。

【盛田】 ありがとうございました。今，帝人，

島津製作所，さらにはファイザーの事例をご紹

介頂きました。ご質問・ご意見，あるいは補足

事項，その他がございましたら。

【宗定】 宇野さんのところは外資系というこ

とで，先ほどの室伏さんのお話と基本的に同じ

ですか。

【宇野】 室伏さんのお話，興味深く伺いまし

た。外資系ということからは少し外れますが，

当社についてご紹介します。

当社でも知的財産部に対する教育体系，技術

者に対する教育体系を持っております。それは

それで今もやっておりますけれども，数年前に，

それだけでは足らないことに気付きました。

そこでまず，「支援」という言葉を使わないこ

とにし，「貢献」とか「リーディング」という言

葉を使うことにしました。それから次に，行動

の幅を広げることを求めました。知的財産部員

は，ここまでが職務範囲です，と決めてしまう

のではなく，事業に貢献するためだったら，ど

こでもいいから入り込め，というようなことで

す。

例えば，技術力を強化したいというテーマを

事業部門が出します。そうすると，技術力強化

に対して，知的財産部がどれだけ貢献できるか

を知的財産部員に提案させるようにします。若

くてもこれに手を挙げた人にやらせます。

そういうような形で，とにかく行動の幅を広

げて，知的財産の知識だけではない，事業の観

点も要る，人との折衝もしなければいけないな

ど，すべてが実践の場で必要とされることを経

験させて，その中で能動的に行動するような人

間を育てようというわけです。それを数年前か

ら始めています。ですから，若い人でも，とも

かく意欲のある人には，自分の提案に基づいて

仕事をさせる。あくまでも支援という言葉では

なくて，自分が事業をリードするという意思を

もって，事業部門長クラスの人に対しても提案

して行きます。まだ完全に成果が出ているとい

うわけではありませんが，数年前に比べれば，

格段に知的財産部の中が活性化しています。生

き生きとしています。

ですから，実践の場に放り込むことが，本当

の意味での教育になっているのではないかと思

います。もちろん，それは意欲のある人にやら

せるということですが。

【盛田】 ありがとうございました。そのほか

に，ご指摘あるいはご意見をどうぞ。

【石原】 知的財産部員の社内教育ですが，私

は基本的には，人材育成は人事と思っています。

というのは，その人間の持っているテリトリー

を増やしてやること，ストレッチと最近よく言

われていますが，それが一番効くと思います。

個別の研修というレベルではなく，人材育成と

いう意味です。

先ほど三原さんの話を聞いていて少し感じた

ことがあります。当社はこの十数年間，知的財

産部員は全部，新卒を採っています。事業の現

場も，R&Dの現場も知らない人間が，今はもう

中堅になりつつありますが，R&Dとか事業の

現場へ出してやりたいと思っています。駐在と

いう形ではなく，本当にその組織に入る転勤が

一番いいと思います。さきほど盛田さんが言わ

れたように，旅に出すのが一番いい勉強になる

と思うので，事業の現場に出し，勉強した上で

また帰って来てもらうのがいいかと思いますが，

どうされておりますか。

【盛田】 直接，今のことに対する答えではな

いかも知れませんが，我が社が，米国やヨーロ

ッパからアトーニーを年に何回か呼んできて，

そこで中間も出願も一遍にやってしまうという

制度をとったら，途端にみんなのレベルが上が

りましたね。周りのみんなが英語でディスカッ

ションしているのに，自分だけ置いていかれて

しまうわけです。英語教育に関しては，大変効
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果がありました。

逆に言うと，知的財産で同じようなことはな

いのかと，思ったりもするんですが。だから，

やっぱりやらせることでしょうね。自分が入り

込まないといけませんね。

【藤松】 知財協に来られる他社の方々とお話

して，大体，感触として分るのは，知的財産部

員が，石原さんのところみたいに新入社員から

というのは，企業規模があるレベル以上の会社

だと思うんです。やはり，全般的には，技術部

門，特に研究開発部門あるいは設計部門から知

的財産部門へ移るというのが大勢かと思います。

何かそのほうが自然のように思います。つまり，

自分が発明者の立場，すなわち研究開発という

ものをある程度把握した人が，知的財産部門を

やるほうが，より良い知財マンが生れるように

思います。その辺はいかがですか。皆さんのと

ころは。

【盛田】 それは会社によって随分違いますね。

それから，時代の流れもありますね。

【阿部】 うちは新卒は１人もいないです。全

部，工場あるいは研究所に何年かいて，それか

ら来ています。

【盛田】 私どものところでも，ある程度の年

齢以上の人はみんなそうですが，最近，新卒も

増えてきました。おまけに新卒が知的財産部へ

行きたいと言ってきますね。そういう世の中の

変化もあると思いますが。

【宇野】 我々も職種別採用制をとっています

ので，知的財産部で新入社員を募集します。そ

うすると，結構な人材が応募してくる，そうい

う時代になってきているようです。

. 技術者(発明者)に対して

【盛田】 それでは次に，発明者となる技術者

に対しての取り組みを，ご紹介頂けませんでし

ょうか。

【江口】 それでは，私から説明いたします。

技術者の場合は，管理職・所属長クラスと一般

技術者の二つに分けて，さらに一般技術者につ

いては新入社員と中堅社員とに分けて，知的財

産教育をしております。

管理職・所属長クラスに関しましては，大体，

年に２回から３回，知的財産戦略会議というの

を開いて，問題の共有化を図っています。ここ

では，有形化，活用，それをフィードバックす

る知的財産創造サイクルが，うまく機能するた

めにどうすればよいか，といったディスカッシ

ョンを行います。そしてディスカッションを通

じて，知的財産部員，そして管理職・所属長ク

ラスも問題意識がはっきりしますので，そこか

ら下へ降りていけば，ある程度動いてくれるだ

ろうということです。

技術者の新入社員と中堅社員についてですが，

新入社員にはいろいろ教えることはありますが，

発明を有形化するための最低限の手段が分って

ないといけませんので，実例に基づく届出書を

書いてもらっています。一般知識を教えるのに，

実例を挙げて書かせたほうが，やる気が起こる

かなと思っています。それをそのまま出願して

特許になれば，よりいいなということです。

中堅社員は，そういったことを経験していま

すので，自分の体験に基づく知識とがマッチン

グします。そこでもう１回，知的資産を有形化

する必要性と有形化したものをどうやって活用

するか，ということを習得してもらっています。

さらに，OJT教育としまして，先ほど申し上

げました知的財産部員の技術部駐在制度があり

ます。そこでは，おのずとディスカッションの

場というのが生まれますので，それによって，

技術サイドも知的財産に対する関心や知識も深

まります。技術部の開発会議へ知的財産部員が

出席していますので，そこでさらに知的財産意

識を高められます。

それから，発明の掘り起こしと他社特許検討

などを行うパテントレビューを通じ，技術者と

知的財産部員がディスカッションをまめに行う

ことによって，技術者の知財に対する意識，知

識をより向上させるという形のOJTも積極的

にやっております。
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【三原】 帝人グループの教育は，まず，技術

系・事務系全員を対象とする新入社員教育に知

的財産関係の枠があります。今年の春は，知的

財産法律体系の講義をしましたが，みんな，寝

てしまいました。でも，みんなが身を乗り出し

たのは，弊社の事例のところでした。

新入社員教育の次は，技術系の社員を対象に

初級教育，明細書の書き方などの中級教育，さ

らに，技術系リーダー，課長さんクラスの方た

ちを対象にした，合宿式の特許教育をやってい

ます。

【盛田】 合宿ですか，すごいですね。最後に

室伏さんいかがですか。

【室伏】 発明者に関しては，基本的に初級，

中級というコースを用意しています。ただ，今

ご紹介のあった会社と違って，mustではなく

て，「出席したい人は来てください」という形に

なっています。

. 経営者・営業部門に対して

【盛田】 では，経営者や営業部門などへの知

的財産教育を，どのようになさっていらっしゃ

いますでしょうか。

【三原】 私たちのところでは，将来の経営幹

部候補を対象にした教育コースの中に，知的財

産の講座が組み込まれています。

事務系の社員を対象とする教育では，商標だ

けでなく，特許関連もあります。それは営業サ

イドからも発明が出てくることなどを狙ってお

りますので。あと，営業秘密絡みの教育もやっ

ております。

【室伏】 私どもの経営者に対しては，特に系

統立った知的財産教育というのはしていません

が，製品絡みの特許の情報，すなわち，特許が

どうなっているか，他社がどうなっているか，

権利がいつ切れるかなどの情報を渡して，経営

者から何か質問が来たら，それに答えるという

形をとっています。ただ，幸いなことに，現在

の社長は非常に知的財産への関心が深くて，非

常によく知っています。

それから，その他のところ，例えば営業部門

にも知的財産の教育をしています。これは発明

と関係なく，どういうことをやると危ないかと

いうことで，例えば著作権であったり，不正競

争であったり，特許の有効期限とか，そういう

ことの説明をしています。

【江口】 そうですね，私のところでは営業担

当者に対し，知的財産マップを渡して，最低限
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の知識を持ってもらう試みもしました。特に問

題が起きた場合，彼らは現場にいますからね。

侵害事件など，模倣されているという事実はフ

ィードバックしてくださいとか，あるいは自社

の特許というのを営業活動に使ってくださいと

か，ということです。

先ほどの知的財産部門での共有化と関連しま

すが，ネットや社内インフラが発展してきまし

たので，社外の情報をいかに教育に結びつける

かというのも課題です。知的財産部のホームペ

ージから，必要な書類を検索できるようにして

います。その発展版をつくり，積極的な活用を

今後やっていきたいと思っています。

【盛田】 ありがとうございました。知財協の

研修の利用などはいかがですか。

【三原】 多いですね。最近，出願実務担当者

はもちろん，技術者の利用も増えました。

【室伏】 知的財産部員は専門委員会が月に大

体１回か２回あるため，研修に出る時間が作れ

ないということで，今のところ，知財協の研修

はあまり利用していないです。２～３年前まで

は研修にも出ていました。時間ができたら，ま

たお世話になろうかと思っています。

【江口】 知的財産部員に関しては，社外で，

いろいろな講師に違う角度から学ばせるという

のは，非常にいいと思います。私自身も知財協

の研修を受けて，すぐ何かができたかというと，

それはありませんでしたが，いざ事件を担当し

ていろいろやっているうちに，講義で受けた知

識が役立つというのは確かにあったと思います。

そういう意味で確実に役に立つと思いますので，

知財協の研修には積極的に参加し，活用させて

もらっています。

技術系のほうも，今まではあまりお世話にな

ってなかったですが，意識改革を行い，必要な

知識を学ばせるために，積極的に活用させて頂

こうと思っております。

. 知的財産社会の動向について
期待と提言

. 資格・検定による能力評価は必要か

【盛田】 さて，今までのお話の中に，クオリ

フィケーションのお話もございましたが，ある

団体が，来年あたりから検定をやりたいと言っ

ている，と聞いております。その検定は，英検

のように１級，２級，３級と えているようで

す。例えば，知的財産の資格といいますと，国

家資格としては弁理士があり，弁護士になれば

弁理士の資格もありますが，これが唯一の知的

財産関係の国家資格ですね。あと，民間のもの

として特許管理士というのがありました。こう

いう社会動向に向けて，皆さん，どういうふう

に思われるか，ご意見を頂きたいのですが。

【三原】 英語でも，英検とかTOEFLとか，

いろいろありますね。そういう意味で，乱暴か

も知れませんが，たくさんあっても別に構わな

いような気がしますが。

【盛田】 英検１級，２級というのは，あれは

何か効果がありますか。「私は英検１級です」と

言うと，社会でこのぐらいのレベルかと，皆さ

ん認識しますか。

【三原】 ええ，ある程度しますね。

【盛田】 ただ，英語だと通訳試験に受かって

いると，私は，すごいと思います。それから，

TOEFLが昔のレベルで言うと600点だと，この

人は使えるなと。それから，TOEICだと900点

あると，まあ，この人はできるかなと。こう思

いますが，そういうレベルですか。

【三原】 そういうレベルで判断の材料にはな

りますね。今，例えば知的財産の担当者の人た

ちへのインセンティブの点では寄与するかなと

思います。

【盛田】 どうでしょう。企業という立場から，

１級，２級とあれば１級の人を採用しようと思

いますかね。

【阿部】 やはり人材の流動性というのがだん
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だん定常化してくると，企業が採用するときに

は，ある程度，基準というかメルクマールみた

いなものがあったほうが便利かも知れません。

それと，本人もそういうのを励みにして，勉強

するという効果は えられなくもないですね。

これと似たものに，ビジネス実務法務検定試

験というのがあります。法規部とか，法務部と

かに所属している人たちを対象にしたもので，

確か東京商工会議所で運営していると思います

ね。かなり実務的というか，法律をどこまで知

っているかなど，誰が見ても客観性というか，

司法試験の短答式に受かる力があるかどうか，

というような効果があるのだと思います。けれ

ども，知的財産教育ということを えたときに，

そういうものとは一緒にならないのではないか

という気がしますね。それぞれ会社ごとに違う

し，業種によっても違うし，会社の大きさによ

っても違いますからね。そこへいくと，法律知

識などというのは，会社の大きさとか，業態と

かにはほとんど関係がない世界ですよね。会社

の経営そのものみたいなものについて，一つの

尺度を持ってきて，１とか，２とか，３とか，

本当に決められるのかと思いますね。決めても

あまり意味がないのではないかと思いますね。

先ほどからみなさんが話しているように，要

するにオン・ザ・ジョブ，つまりOJTでしか得

られないと思いますね。おそらく，その会社に

向いた人が育ってくるのですね。私どものよう

な鉄鋼でやっていた人が突然，電気会社に行っ

たらやっていけるかというと，難しい部分がた

くさんあるのではないかと思いますね。

【盛田】 ありがとうございました。それでは，

何をもって，その人のレベルを測る判断基準に

されますか。経験が７年だからどうというよう

な，長さというものでもないと思いますしね。

【三原】 そうですね。経験の長さだけではね。

【盛田】 経験年数は置いておきますけれど，

例えば弁理士試験の１次を受かっていれば，特

許の知識については分っているな，と えたり

しますね。

【宗定】 私は，部下が数十人であれば，部長

は各部下の能力は大体分ると思いますよ。それ

を何でクラスファイしなければいけないのか，

必要ないと思いますね。会社の中で昇格のとき

に認定はしなければなりませんが，知的財産独

特のクオリフィケーションを社内に作って，あ

いつはAだ，Bだ，Cだといってみて，何にな

るのでしょうか。その意味は私には分りません

ですね。

【盛田】 そうすると，特に今のご発言ですと，

私ども知的財産部員をクラスファイしても，あ

るいはクオリフィケーションをつけても，あま

り意味がないということでしょうか。

【宇野】 私は物理的な何かの階層で切るとい

うことは意味がないと思っております。実質的

にはすでに分かれていると思いますね。それを

マネージメントする側が承知しているか，しな

いかだけであって，そこが肝心なことです。

例えば，侵害の事件で当事者間で議論する場

があったとします。そこで，技術的な範囲に属

するかどうかの争いを相手の会社とやると，い

つも勝ってくる人が出てきます。それはディベ

ートがうまいということだけではありません。

やはり，いろいろな判例を自分自身が日頃から

研究しているということが，バックにあるわけ

ですよ。こういう点をしっかりマネージメント

側が見て，その人の実力とか，日頃どれだけや

っているかを見定めて行く。周りも大体わかっ

ていると思いますよ。

【盛田】 皆さんのおっしゃっていることは，

その人の全人的な特許能力のことを言っていま

すが，ここは特許知識のことを言っているので

すね。特許知識についてはどう思いますか。そ

んなのは必要ないですか。

【阿部】 先ほど申し上げましたように，誰か

を採用するときには，ある程度知識がある人の

ほうが望ましい。そういうときの参 にはなり

ます。そういう意味では，あってもいいとは思

いますよ。意味がないとさっき申しましたのは，

私のような立場から見て，自分の部下をクラス
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ファイするために，この検定試験を受けさせる

ようなことは，ちょっと えられないというこ

とです。

【藤松】 知財協の研修は，知識の教育という

面が確かに強いのは事実ですけれども，総合的

な面を えて，良い知財マンを育てるのが目的

ですし，経営に資するためにやっているわけで

す。ですから，ほんの一面だけをとらえた形で，

これが知財マンだ，みたいに評価することにな

るのは，真っ平ご免だと思います。

【盛田】 それは私たちの本音かもしれません

ね。

【藤松】 それで，知財協のこの研修も，実は

送り出す側にすれば，Aコース，Bコース，Cコ

ースを受けたが，どの程度修得したかを測りた

いと思いますよね。研修企画委員会の中でも，

それを評価するようなシステムを えたらいい

のではないかという議論はしております。して

おりますが，まだ，これだという結論は出てい

ません。例えば，修了試験で，あなたは60点と

か，優良可をつけるなどということは，いかが

なものかと私自身は思っております。

【盛田】 これまでの議論をまとめてみますと，

私たちは全体的に，その人の能力を特許知識も

含む能力で測っていくのだから，特に知識だけ

のクオリフィケーションだけでは，そう意味が

大きいとは認められない，ということでしょう

か。

【石原】 社内の人材をクオリファイするとき

は要らないですが，学生を採用するとき，何か

あったほうが，採用する側としては便利かと思

いますね。特に，知的財産を勉強してきたとい

う学生や法科大学院を出たという学生を評価す

るときにですね。

. 学生への知的財産教育

【盛田】 先ほど，知的財産部が新卒学生を採

用するというお話が出てきました。大学などで

の知的財産教育，例えば知的財産に関する学部

や学科を新設したり，法科大学院の中に一部，

知的財産コースを設けたり，あるいは既存の大

学院工学研究科の中にMOTの形で知的財産

のコースが取れるというものなど，いろいろあ

りますね。そういう状況についてはどう思われ

ますか。石原さん，先ほど，ちょっと言及しか

けましたけれども。

【石原】 大きく分けて二つの流れがあると思

います。一つは，法曹界の要請に応えるような

知的財産の専門要員を養成するという流れ，も

う一つは開発を事業化する間にあるデスバレー

を突破できるような，MOT的な人材を養成す

る流れです。

知 財 管 理 Vol.54 No.３ 2004

※本文の複製、転載、改変、再配布を禁止します。



MOTのほうは，盛田さんが言われたように，

知的財産MOTというものを，これから志向し

ようとしている大学院もあります。技術系

MBAみたいなものですかね。今後は，そういう

場で体系的に知識を身につけた人たちが，我々

企業の知的財産の現場に供給されるということ

で，それは喜ばしいことと思っています。

ただ，先ほどから皆さんも言っておられます

ように，知的財産というのは，知識とか制度を

日常の案件や実際の会社の中の業務に活かして，

初めて意味のある実学だと思いますね。ですか

ら，大事なことは，そういう優秀な人たちをこ

れから受け入れた後，彼らの先輩としての能力

のほうですね。要は知的財産マネージャー的な

要素として，資質，意識と経験に裏打ちされた

知識が大事ではないかと思いますね。そういう

もので，彼らをいかに実践で活かせるようにす

るか，といった我々の自己鍛練みたいなものが

重要になるのかなと思います。OJT能力みたい

なものですかね。今は，知的財産のことをよく

分った学生はあまりいないでしょうが，これか

らは，そういう知識豊富な者を受け入れた後，

どのように育成するかということが，一つポイ

ントになるのではないかと思います。

【盛田】 そうですね。知的財産学部というの

は今まではなかったので，私たちは新しいもの

として受けとめていますが，法務部を見れば，

法学部があって法学部卒を採用するというのは

ごく自然のことですよね。

【阿部】 だから，そういう意味では，知的財

産学部などができ，あるいは大学院の中に知的

財産のコースができるということは，底辺がレ

ベルアップされることになり，社会や企業にと

って，非常にいいことだと思いますね。

一方，話に出てきた法科大学院ですね。これ

には「法科大学院の教育と司法試験等との連携

に関する法律」というのがあり，さらにそれに

基づいて，「司法制度改革審議会の意見書」とい

うのがあります。その中に法科大学院の教育目

標というのがあり，二つに分かれています。一

つは『法律専門職の責任』を植えつけること。

この中身として二つあって，「法律専門職として

の使命・責任の自覚」と「法曹倫理」です。も

う一つは『法律専門能力』という部分で，こち

らは，さらに六つに細分化されています。一つ

目は「問題解決能力」，二つ目は「法的知識」，

三つ目は「分析能力」，四つ目は「創造的・批判

的検討能力」，五つ目は「法的議論，説得能

力」，六つ目は「法律専門職としての技能・手法」

です。つまり，いろいろな事実をどのように引

き出すかという，カウンセリングの手法です。

この中には語学能力とか，国際的視野とかとい

うのが入っているようです。この八つのメニュ

ーの教育を受けた人がみな法曹になれるわけで

はなく，定数との関係で，おそらく25％ぐらい

しか司法試験に受からないだろうということの

ようです。そうすると，残りの75％は何をする

かというと，企業に入るとか，行政官になると

か，いろいろな法律職の分野に行くのでしょう。

ここに謳われたことが，文字どおりそのまま

教育されるとしたら，素養のあるモノの分った

人がある程度出てくるだろうと思います。少数

ですがそういう人も知的財産部門にいたほうが

いいかも知れません。そういう意味では，意義

があると思っています。何をやるのが大事かと

いう視点をある程度持った人間を獲得できる場

面が出てくるだろうということで，それなりに

良いことではないかと思います。ただ，ロース

クールに２～３年行って，ここで目標を達する

ような人格が形成されるかというと，そのよう

なことは絶対なく，結局は現場に出て経験する

しかないだろうと思います。

【盛田】 私も全く同意見ですが，もう少し細

かく見てみますと，法科大学院やMOTと，大

学の知的財産学部はちょっと違うと思います。

例えば，大学では機械工学なら機械工学，さら

に機械工学の何か，あるいはバイオならバイオ，

それをきちんと勉強してもらった人に入っても

らって，社内で知的財産教育をしている今の体

制のほうがいいと思いますね。なぜなら，技術
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的理解力が全くない人に特許の知識だけを与え

ても，どうかなと思います。MOTとか，大学院

なら話は別ですね。一応，４年間，学士をやっ

てますから。その人たちが志を立てて，さらに

法律的なもの，人格的なものを全うさせようと

いうのなら，いいと思います。

【宗定】 今まで政府の知的財産戦略推進計画

などに対して言っていた知財協の意見は，まさ

に今，盛田委員長が要約された内容です。要す

るに，知的財産だけしか知らない人間を作って

も，企業としては受け入れられない，むしろ高

い思 能力を持った人間を望んでいる，という

ことです。企業は，技術系のマスターとかドク

ターを採用しますが，それと，知的財産に関す

る高度の知識というのは，違うような気がしま

すね。労働経済学の分野である程度分析されて

いますが，やはり，技術系サイエンス，テクノ

ロジーに関する知識というのはすぐ使えますが，

マネージメントに関する知識というのは，それ

は難しいですね。そのようなことを概念として

使いながら，問題をどうやって解決するかです

からね。

【阿部】 まさしく同じように，ロースクール

ができたときに，「じゃ，法学部って何 」とい

う議論をしていますね。大学時代にある専門領

域を一生懸命勉強した人が，法律という手段で

もって，自分の価値観を実現したいというとき

に，ロースクールに入るわけです。社会のいろ

いろな素養を持った人が法曹として育っていく

ということが，健全な社会の発展に非常に役立

つ，という議論なのですね。まさに同じような

議論が，知的財産の面でも起きている，という

ことだと思いますね。

【盛田】 私は選択肢が広がるという意味では，

方向として悪いとは決して思っていません。で

も今の私たちが実務上やっていることとの繫ぎ

でいうと，どうも素直に「そうか」と思えない

節があると思います。室伏さんはどう思われま

すか。

【室伏】 よくわからないのですが，法科大学

院を出た人を採用するのは，研究職にドクター

を採用するのと同じような感じだと思いますね。

ただ，私は大学で授業を持っていますが，こ

こ数年，知的財産に興味のある人がどんどん増

えてきていることは確かです。その人たちが，

そのうちに企業に流入してくると えると，こ

れほどいいことはないと思っています。つまり，

知的財産の分野に参入しようとしている人がい

っぱい出てくるというのは，それだけ競争にな

り人材豊富になりますので，すごくいいことだ

と思います。

【盛田】 そういう意味で，いろいろな手段や

パスがあり，一つでないことは歓迎すべきこと

ですね。ただ，知財協として何かすることがあ

るのか，という議論になるといかがでしょうか。

【宗定】 物事を深く える能力というのは，

これからの日本の社会が知的財産に重要性を見

出していくわけですから，最も必要なものでし

ょう。広い視野で物事を えられる能力をもっ

た人間を育てるためのコースを作り，実施して

いくことは非常に結構なことですね。だからと

言って，「知的財産を教えてはいかん」と言う必

要はないですね。

でも，現実的に言うと，アメリカのパテント

アトーニーの生まれ方は，多くの場合は，企業

の中で働きながら，夜ロースクールに行って，

資格を取っていますね。技術を世の中にどうア

プライしていくかを学ぶことによって，アトー

ニーになっていく。こういうのが現実的には一

番プラクティカルだし，望ましい方法ではない

かというのが，知財協が今のところ えている

方向です。

【盛田】 目的意識がはっきりしていて，私も

賛成ですね。

【阿部】 ちょっと心配しているのは，ロース

クールというのは，そこを卒業して，さらに司

法試験があって，それで，４分の１とか，３分

の１しか通らないということです。しかも，そ

の試験は，さっき挙げた八つのメニューのうち

の法律知識と，もうちょっと分析能力とか何と
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かが入るかも知れないぐらいの話なわけです。

そうすると結局，こういう高邁な理想を掲げた

けれども，資格を取らなくては意味がないとい

うことで，みんなきっと八つのメニューのうち

一つのメニューしか勉強しないのでしょうね。

ということは，そのような人格の育たない人間

がいっぱい輩出されてくる。そこがロースクー

ルだけを捉えた場合の危機感ですね。目的と違

うのではないかと思いますね。だから，そこを

出たら，８～９割の人に資格を与えて，司法修

習制度などやめるというようにしないと，この

理想は実現しないと思います。

【盛田】 そうですね。全くおっしゃる通りだ

と思うし，大賛成です。そうやって弁護士さん

がたくさん生まれて，競争が激しくなる。今後

は，信頼できる弁護士さんとそうでない弁護士

さんが選別される。世の中に普通にあることが

弁護士社会にも起こることは，大歓迎ですね。

それは弁理士も同じですね。ただし，本人たち

にとっては大変辛いゲームかも知れませんが。

【阿部】 しかし，どこでもみな本当はそうで

なければならないのではないですか。一つの職

業に過ぎないわけですしね。

【盛田】 ロースクールを出れば，何割かが弁

護士になれるはずだったのですが，今のままだ

とやたらに募集人員が多過ぎる。したがって，

おっしゃったような25％か，そのぐらいしか弁

護士になれない。つまり，司法試験に受かって

も競争，受からなくても競争となりますよね。

そういう人が普通に世の中にいるようになり，

企業にも来ますよね。

【阿部】 先ほど申し上げた教育の目標が達せ

られないと思いますね。いいことを言っている

のですが，結局，知識のところだけにしか興味

がなくなると思いますね。そういうことからす

ると，企業というところは，教育の場として非

常にいいところだと思いますよ。

【室伏】 ちょっと，先ほどの話に戻りますが，

私の会社では，夜学のある大学へは，手を挙げ

た人には補助して行ってもらうようには えて

います。手を挙げた人や会社にとっても，法律

の知識を仕入れてきて，それを仕事に役立てて

くれるなら，それはそれで良いのではないかと

思っています。

ただ，今のところ夜学が２カ所くらいしか無

く，それが問題で，もっと増やすべきだと思い

ます。

【宗定】 そのことには知財協として提言もし

ています。働きながら，夜学のロースクールに

行けるような，そしてそれを補助するような制

度をつくるべきだと。具体的には，夜学で技術

系の人が法律を学べるという制度，しくみをど

んどん拡充すべきだと思いますね。

【盛田】 わかりました。私の理解するところ

によると，知財協としては，そういう全人的な

教育がなされるような施策あるいは立案を要望

し，その現実的な具体策をお願いしたいという

ところにあるのですね。

全体として，法科大学院などの大学の中で教

育がなされるということは，歓迎ではあるけれ

ども， えるべきこともある，こういうことで

すね。ほかに何かございましたら。

【藤松】「知財管理」誌の2003年５月号で，ワ

シントン大学の竹中俊子先生が，知財協に対し

て，知的財産の教育者，先生が少ないのだから，

企業の実務を経験した知財マンを，法科大学院

などに講師として派遣するべきではないか，と

いうような趣旨のことを提言なさっていました

けれども，知財協として，それに応答されたの

でしょうか。

【盛田】 それは私のほうからお答え申し上げ

ます。知財協としては，それは知財協が斡旋す

るのではなくて，個人レベルで需要と供給のバ

ランスをとる，というようにしてはどうだろう

か，ということでしたよね。

【宗定】 そうです。企業の中にたくさんいる

すばらしい人を活用すべきと。室伏さんなどは，

もう既になさっている。これは非常にいいこと

だと思いますよ。実学は知識だけではなしに，

深い洞察力とか，人間性とか，そういうものに
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立脚しないとダメだ，ということもありますし

ね。全体として，そのようなケースはどんどん

増えてきているように思います。

【盛田】 竹中先生がおっしゃっていることは

二つあって，一つは知財協が人材を知っている

はずだから，派遣したらどうかということ。も

う一つは，知財協の会員企業が，大学院などの

学生をインターンとして受け入れたらどうかと

いうことです。後者については，要請があって，

会社の目的と違わなければ，特に異議がないと

いうことでしょうね。

今だって，多くの会社がいろいろなところか

ら受け入れているのではないでしょうか。

【宗定】 技術系はインターンが随分活用され，

どんどん増えていますね。ですから知的財産の

インターンというのもあっていいと思います。

【盛田】 知財協の会員企業が学生への知的財

産教育に貢献できる部分が少なからずあり，新

卒者を受け入れる立場の企業にもメリットがあ

る。そういうことですね。

本日は貴重なご意見やご報告などを頂き，あ

りがとうございました。ここで出た内容を今後

の研修企画委員会活動に活かして行けば，より

一層，知財協の研修も充実するかと思います。

時間も参りましたので，これにて終了とさせて

頂きます。

本稿の編集・構成>

会誌広報委員会 副委員長 小林 孝至
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